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１．実施中の工事と事業効果の例

（１）事業の進捗状況

（２）令和２年度工事の実施状況と今年度の予定

①台風等による急激な侵食から背後地を守るための予防的・応急復旧的養浜

②突堤既成部分を有効に活用して砂浜回復を図る川砂利・川砂養浜

③他事業と連携して効率的に養浜するためのサンドバイパス試験施工

④直近の工事予定

（３）昨年度確認した事業効果の例

①台風１０号、１４号に対する事業効果

②アカウミガメの上陸・産卵状況



（１）事業の進捗状況
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 ①北から流入する土砂を増やす

みやざきこう

石崎川

いしざきがわ

補助突堤②

（５０ｍ）

ほじょとってい 補助突堤①

（１５０ｍ）

ほじょとってい 突堤

（３００ｍ）

↑
一ツ葉ＰＡ

北

きた

宮崎市

みやざきし

埋設護岸

（１，６００ｍ）

まいせつごがん

大炊田地区
おおいだちく

動物園東地区

どうぶつえんひがしちく

海岸保全区域（直轄施行） L=1,839m 海岸保全区域（直轄施行） L=5,017m

とってい

埋設護岸

（１，１００ｍ）

まいせつごがん

約１，６００ｍ完成
約１，１００ｍ完成

５０ｍ完成
５０ｍ完成

７５ｍ完成

令和３年３月時点

サンマリーナ宮崎

サンビーチ一ツ葉

一ツ葉有料道路
ひとつばゆうりょうどうろ

0R3.3まで

R4.4以降

③浜崖頂部高の低下を防ぐ
②南へ流出する土砂を減らす

施工中

第１補助突堤

完成

第１補助突堤

産卵場所

ウミガメの
上陸跡

波打際より撮影

全国初のサンドパック工法を採用

大炊田地区KDDIﾀﾜｰ

埋設護岸
（サンドパック）

埋設
まいせつ

護岸
ご が ん

 突
とっ

 堤
てい

 

埋設護岸(サンドパック）

◆アカウミガメ（宮崎県指定天然記念物）の産卵への配慮

養浜
ようひん

・養浜、突堤、埋設護岸を順次整備中（埋設護岸は完成）



（参考） 事業全体スケジュール - 3 -

・養浜はⅠ期では砂丘頂部の低下抑制（急激な侵食防止）を主目的として実施し、突堤・補助突堤による南

への流出抑制が機能してくるⅡ期・Ⅲ期では、砂浜回復・維持を主目的とする。

・突堤・補助突堤は急激に設置すると影響が大きいことから、「宮崎海岸ステップアップサイクル」に従い、養
浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認しながら着実に整備を進めていく。

・埋設護岸は高波浪時の砂丘頂部の低下（急激な侵食）を抑制することが目的であるため、できるだけ早期
に整備を行う。

整備内容
Ⅰ期

(Ｈ23～Ｈ29)
Ⅱ期

(Ｈ30～R04)
Ⅲ期

(R05～R09)
期待する効果

養浜工 280万m3 砂浜の回復、維持

突堤の整備 L=300m 砂浜の安定

補助突堤の整備
 　　L=150m，50m

埋設護岸の整備
 　　L=2,700m

浜崖頂部高の保持

砂丘頂部の低下（急激な侵食防止）を抑制 砂浜回復・維持

養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認できるだけ早期に整備 養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認養浜の実施状況や砂浜の回復状況等を確認

＜第４２回宮崎海岸市民談義所（令和元年7月開催）資料より引用＞



（２）令和２年度工事の実施状況と今年度の予定
①台風等による急激な侵食から背後地を守るための予防的・応急復旧的養浜

- 4 -

動物園東の例：2021（R3）年2月2日撮影 T.P.+0.53m

□内 容 ： 高波浪による急激な侵食から背後地を守るため、台風等の前や
後に、サンドパック周り等の砂浜の侵食が顕著な箇所に、予防
的・応急復旧的な養浜を実施する

□令和２年度
の実施状況：

台風10号等の高波浪により生じた侵食に対して、大炊田、動物園東
などに10.1万m3の養浜を実施した

□令和３年度 ：
の予定

台風後等の巡視や測量等により異常箇所を速やかに確認し、予防
や応急的措置を臨機に実施予定



（２）令和２年度工事の実施状況と今年度の予定
②突堤既成部分を有効に活用して砂浜回復を図る川砂利・川砂養浜

- 5 -

0 100 200 (m)

突堤L=75m補助突堤①
L=50m

H29/05/11撮影(国土地理院)

補助突堤②
L=50m

令和元年度，２年度に実施済

〇投入予定の材料
大淀川右岸16k160 小丸川左岸3k450

令和３年度に実施予定

20cm

〇令和２年度投入後の様子

2020(R2)年10月14日撮影
潮位T.P.-0.26m

2021(R3)年1月25日撮影 潮位T.P.-0.03m

□内 容 ： 突堤既成部分を少しでも有効に活用し、完全に消滅
してしまっていたコンクリート護岸区間の砂浜を少
しでも早期に回復させるため、歩留まりが期待でき
る川砂利・川砂を用いた突堤周辺への直接的養浜を
実施する

□令和２年度
の実施状況：

補助突堤①の北側に、3.2万m3（目標約3～4万m3）の川

砂利・川砂養浜を実施。底質調査、測量等のモニタリング
から想定どおり海岸線にとどまる傾向を確認

□令和３年度 ：
の予定

突堤北側に3～4万m3程度の川砂利・川砂養浜を予定
（令和３年６月～令和４年３月予定）



（参考） 川砂利・川砂を用いた養浜のとどまり状況（令和元年度投入後の移動状況） - 6 -

■調査概要
項目：底質採取、写真撮影、測量、波浪観測

■主な調査結果
〇礫は主に汀線付近で分布し、海中部には顕著

に広がっていない。
〇沿岸方向には投入箇所から北側に約600m程度

まで移動している。一方、南側への顕著な移
動は確認されておらず、補助突堤②の捕捉効
果が発揮されていると考えられる。

〇当海岸の通年の土砂移動の卓越方向は北から
南であるが、波向によっては南から北に土砂
が移動するため、北側に礫が分布したことが
考えられる。

3k8004k0004k2004k400

補助突堤②
投入
箇所

想定される礫の分布水深１ｍ

水深2ｍ

水深3ｍ

汀線

礫の回り込みは確認されていない

4k400 4k200 4k000 3k800

■礫の分布状況(台風10号来襲後：令和2年9月16日）

■想定された礫の移動状況

■波浪の来襲状況(ネダノ瀬)



（２）令和２年度工事の実施状況と今年度の予定
③他事業と連携して効率的に養浜するためのサンドバイパス試験施工
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河口河道内の
航路浚渫土砂を利用

□内 容 ： 将来の維持養浜に向けた効率的・効果的な養浜手法に関し、有効な手法であるサンドバイパ
スの試験施工を関係機関と連携して実施する

□令和２年度
の実施状況：

・一ツ瀬川河口付近の富田漁港の浚渫土砂0.4万ｍ３（目標0.4万ｍ３程度）のサンドバイパ
ス（投入箇所：大炊田）を実施し、連携手法や課題を確認した

・実施に先立ち、国・県・市の関係部局からなる「宮崎海岸情報共有会議」を設置。土砂調
達のルールについて整理、共有するとともに、一ツ瀬川河口付近の浚渫や掘削予定から試
験施工の調整を行った

□令和３年度 ：
の予定

一ツ瀬川河口付近で0.5万ｍ３程度を調整中（令和３年１２月～令和４年２月予定）



（参考） サンドバイパスについて - 8 -

宮崎港

一ツ瀬川 石崎川
突堤補助

突堤①
補助
突堤②

土砂の移動

汀線付近の
堆積箇所

海中の
堆積箇所

採取

採取

投入 投入

サンドバックパスサンドバイパス

採取 投入
土砂の移動土砂の移動

【サンドバイパス】

港等の構造物によりせき止められた土砂（漂砂）を、せき止められて侵食した土砂の流れの下手側に人為的
に移動し、砂浜を復元する工法

なお、せき止められた土砂(漂砂)を、土砂の流れの上手側に人為的に戻し、砂浜を復元する工法をサンドバッ
クパスと言う。

宮崎海岸のイメージ

サンドバイパス工法

波の侵入方向

砂の流れの方向

サンドバイパス

砂の流れの方向

堆砂 侵食

河口

サンドバックパス工法

波の侵入方向

砂の流れの方向

サンドバックパス

堆砂
侵食域の広がり

港



（２）令和２年度工事の実施状況と今年度の予定
④直近の工事予定
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対策工 計画量
R2年度まで
上段：施工量
下段：進捗率

R3年度 R4年度 R5年度

養浜

砂浜回復および
急激な侵食への対応

280万m3

156.0万m3

167.4万m3

（60%）

実施予定 実施予定 実施予定

早期の砂浜形成 9.5万m3 3～4万m3 実施予定 実施予定

サンドバイパス 1.9万m3 実施予定 実施予定 実施予定

埋設
護岸

動物園東 1100m 1100m完成済み
（100%）

大炊田 1600m 1600m完成済み
（100%）

突堤

突堤 300m 75m
（25%）

実施しない
予定

状況によって
は実施

状況によって
は実施

補助突堤① 150m 50m
（33%）

実施しない
予定

状況によって
は実施

状況によって
は実施

補助突堤② 50m 50m完成済み
（100%）



（３）昨年度確認した事業の効果の例
①台風１０号、１４号に対する事業効果
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令和２年の台風14号通過後の海岸の状況

・令和２年は、計画波相当の波高となった大型で非常に強い台風10号、年数回波より大きい程度で
あったが長時間晒されることになった台風14号が、9月、10月に連続して接近した。

・厳しい波浪に連続して晒されることになったが、台風14号後に動物園東でサンドパックの天端高

が低下し、一部区間において背後の浜崖の後退が生じた以外は、全体的に浜崖の後退は防ぐこ
とができ、背後地を守ることができた。



（参考） 令和２年台風10号通過時に宮崎海岸に作用した外力の概要 - 11 -
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ネダノ瀬宮崎海岸の海岸線の代表的な
法線⽅向 (N105°E)

北からの波
↑
↓
南からの波

2020/9/1 2 3 4 5 6 7 8 9

宮崎海岸の指標範囲

■９月６日に、朔望平均満潮位（H.W.L.）よりも0.3m高い潮位と、計画波相当の波が重なった。さら
に、９月５日から７日にわたって、朔望平均満潮位（H.W.L.）相当以上の満潮４回と、年数回波相
当以上の波が重なった。

■波向きは、海岸線の代表的な法線方向（N105°E）および指標範囲に対して南からの波向きが
卓越していた。

大潮

台風10号経路図 (気象庁)

年数回波相当
以上の波

H.W.L.相当以上の潮位4回

宮崎海岸のH.W.L.（朔望平均満潮位）

波高と潮位のピーク一致

計画波相当の波

H.W.L.よりも0.3m高い潮位

○印：傍らに記した日の午前9時、●印：午後9時の位置、→|：消滅



（参考） 令和２年台風14号通過時に宮崎海岸に作用した外力の概要 - 12 -
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宮崎海岸の海岸線の代表的な法線⽅向 (N105°E)

北からの波
↑
↓
南からの波

2020/10/4 5 6 7 8 9 10 11 12

宮崎海岸の指標範囲

■１０月８日から９日にわたって、海面の高さが朔望平均満潮位（H.W.L.）程度の高い状況で断続
的に続き、そこに、年数回波相当以上の波が重なった（令和元年台風10号、令和2年台風10号に
比べて、特に高波浪が長時間継続して作用した）。

■波向きは、海岸線の代表的な法線方向（N105°E）および指標範囲に対して北からの波向きが
卓越していた。

台風14号経路図 (気象庁)

○印：傍らに記した日の午前9時、●印：午後9時の位置、→|：消滅

年数回波相当
以上の波

H.W.L.程度の潮位が高い状況が継続
宮崎海岸のH.W.L.（朔望平均満潮位）



（３）昨年度確認した事業の効果の例
②アカウミガメの上陸・産卵状況
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大炊田地区 R2.6.19

現地の砂を押して砂
浜を復元した箇所で
上陸を確認

〇令和2年の上陸・産卵状況

大炊田地区 R2.6.26

上陸跡

産卵跡

上陸跡

現地の砂を押して砂浜を復元した
箇所で上陸・産卵を確認

〇令和3年の上陸・産卵状況

産卵跡

養浜工事の仕上げに砂丘と養浜
の境をほぐす工夫

大炊田地区 R3.7.19

上陸跡

動物園東地区 R3.6.29

産卵跡

・覆土養浜材には良質な砂を使う工夫や、陸側の締まった砂をほぐすなどの工夫を実施している。
・2021(R3)年にも、大炊田、動物園東で上陸・産卵を確認している。
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２．昨年度の市民談義所、委員会等について

（１）昨年度の市民談義所、委員会等での検討結果

（２）突堤延伸に向けての話し合いについて
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（２）突堤延伸に向けての話合いについて
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突堤延伸の影響を懸念する漁業者との話し合いについては、前資料「昨年度の市民

談義所、委員会等での検討結果」でも報告している通り、昨年12月の委員会の中で話し

合いの経緯や状況を報告し、内容を確認の上で、委員会として改めて「相互理解に向け

て話し合いを継続する」ことを確認しました。

現在、これを受け、詳しい影響調査のための話し合いや調整等を行っています。今年6

月の話し合いでは、前回と同様に市民談義所の市民連携コーディネーター高田先生（兵

庫県立大学）に中立・公正の立場から進行してもらいました。

なお、話し合いを進捗させ方向性を出すにはもう少し時間がかかるので、詳しい状況

報告は10月頃に予定している次回委員会ではなく、改めて開催して行う予定です。開催

時期はまだ決められていませんが、できるだけ早く開催したいと考えています。その委員

会の状況や結果は、これまで同様、総て公表します。また、その後の市民談義所の中でも

報告したいと考えています。




